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サムソ島は電力を自給するだけでなく、

余った電力をデンマーウ本島に売るまで
になりました。仲間と力を合わせ、自分

たちのコミュニティを救いたかったのです。

ソーレン・ハーマンセン氏

（サムソ・エネルギー・アカデミー代表）
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100％

ウリーンエネルギー
を実現したサムソ島。
その秘訣は？

住宅すべてが
発電所
になる？ 風力発電への

投資、実は銀行より
金利が高い？

市民のパワーを活かした、とびきりハッピーな分散型社会って？

”人々に／、■ゥ一骨”これこそ究極の民主化といえるでしノようハ

『パワー・トウ・ザ・ピープル』には、オランダで再生可能エネ

ルギー普及に取り組む活動家や、10年付けてデンマーウのサム

ソ島を10哨クリーンエネルギー化を実現し、2㈹8年にTIME誌

の「環境ヒーロー」に選出されたソーレンリ＼－マンセンの取

り組みなどを紹介する、私たちに勇気や力を与えてくれる明る
いピジョンに満ち溢れたドキュメンタリーです。本作のナビゲー

ターは、第三次産業革命の提唱者のジェレミー■リフキン。彼
は欧州委員会、メルケル独首相をはじめ、世界各国の首脳・政

府高官のアドバイザーを努めているエネルギー革命のキー

パーソンです。「大きな社会」ね、ら、顔の見える「小さな社会」へ、

ヴローパル打ちローカルへ。大手電力会社に頼らず自らエネル

ギーを創出する住民ヴルーフたち、大手保険会社ではなく、顔
の見える者同士がお金を出しあって作った基金など、新しい経

済システムへ移行が始まっています。地域でお金もエネルギー
も循環し、人々が活き活きと自らのエネルギーを活かして働く

様子が描かれています。ままに、パワー・トウ・ザ・ピープル。
人々に電力をJ人々に力を！市民が主導権を握る、新たな時代
へようこそJ

ーMe55ロ9e一飯田哲也（ISEP環境エネルギー政策研究所所長）

15年前にデンマーウの小さな島で出会った1人の男が掲げた「未来への夢」が、今やかたちとなり、世界中の人々に光と
力を与えている。3．11後の日本に生きる私たちには、すでに技術も政策も資金も方法もある。今こそ、石油や核の独占と
争いから、太陽による平和と自立へと、自分自身の手で未来を取り戻した彼の挑戦の後に続くべき時だ。未来は予測する
ものではなく、選び取るものなのだから。

譲二　空車至与て巳ゑ了＿㌔り登誓．日杢聾生．きる私たちに臥すでに技術も政策も資金も方法もある。今こそ、石油や核の独占と

題名＝パワー・トウ・ザ・ピープル～ヴロー′りレからローわルヘ～　監督二サピーヌ・ルッベ・パッカー　配給＝ユナイテッドピープル　オランダ／2812年／49分

イラスト・石井悠輝雄（工房まる）／タイトルロコ・松永大樹（工房きる）


